
 

第 31 回 日本公民教育学会全国研究大会(大阪大会）のご案内 
 (第二次案内） 
 

《大会テーマ》 

社会の課題について考え，主体的に行動する力をどのように育てるのか 

－必履修科目「公共」につながる実践を問う－ 

 

 新緑の候，会員の皆様におかれましては，ますますご清栄のことと拝察申し上げます。 

 第一次案内でご案内のとおり、日本公民教育学会第 31回全国研究大会を、大阪教育大学を大会

開催校として、オンラインにて開催いたします。2020 年より広まった新型コロナ（COVID-19）

禍の収束の兆しはいまだ見えませんが，今まさに予測不可能な社会の出来事に対して，自ら考え

判断し，主体的に行動する主権者が求められています。将来を担う若者が「社会の中で自立し，

他者と連携・協働しながら，地域の課題 解決を主体的に担うことができる力を身に付けるための

取組を推進する」（文部科学省「社会的自立と社会参画の力を育む教育」）ことが早急に図られる

必要があるでしょう。折しも，新学習指導要領が各校種において順次，全面実施される中で，2022 

年度は高等学校で，公民科必履修科目として新設された「公共」が実施されることになります。

そこで，本研究大会は，社会の諸課題の解決に向け，自ら考え，判断する力を持ち，主体的に政

治参画する主権者となるために具体的にどのように取り組むべきか，他方，教育内容の具体的準

備や入試等の現実的な問題，中高の接続という視点で，議論を深め，課題と展望を探ることにし

ました。 本大会では午前にオンラインを活用した同時双方向の自由研究発表を実施し，午後には

大会テーマに関するシンポジウムをオンライン配信することにしました。会員の皆様におかれま

しても大変ご不便をおかけすることになりますが，ご参加の申し込みをいただければ幸いです。 

          

2021年 5月 20日 

                      日 本 公 民 教 育 学 会 会 長  大澤 克美 

                      第 31回大会実行委員会委員長  峯  明 秀 

 

 

１ 期 日  2021年 6月 20日（日） 

２ 場 所  オンライン開催 ※全日程、ＺＯＯＭを活用して開催いたします 

３ 主 催  日本公民教育学会 

４ 後 援  大阪市教育委員会 

５ 日 程  2021年 6月 20日（日） 

8:40   9:00             11:50 12:10  12:50 13:00  13:50 14:20            16:50 

接続 

テスト 
自由研究発表  理事会  

総会 

(会員のみ) 
 シンポジウム 



■ ＺＯＯＭ参加に関する諸注意（抜粋） 

※詳細はＨＰに掲載している「大会参加者ガイドライン」「発表者ガイドライン」を必ずお読

みください。 

《事前準備》 

● ＺＯＯＭをダウンロードし、インストールしてください。 

● カメラ・音声が機能するか，当日までにご確認ください。 

● 発表に際しては，ＰＣを使用してください。 

《分科会参加者》 

● 入室前に，名前を「氏名（所属）」に変更ください。 

  発表者は「【発】氏名（所属）」に変更してください。 

⇒入室後に変更する場合は，ZOOM 画面の下にある参加者をクリックし，ご自身の 

名前の右側をクリック，詳細で「名前の変更」を選び，変更することができます。 

● 発言時以外は，マイクをミュート，カメラをオフにしてください。 

  ⇒質問の際には，マイク及びカメラをオンにし，最初に名前とご所属についてご発言

の上，ご質問ください。 

● 質問時間にご質問されたい場合は，リアクションボタンをおし，「手をあげる」をクリ

ックして，司会の指名をお待ちください。 

● 録音，録画，配布された資料の再配付は厳禁です。 

《発表者》 

● 画面共有にて使用する資料は，一般的な公衆電送権等の範囲内に制限されます。 

発表者ご自身に著作権や公衆電送権のない資料の公開はお控えください。 

● プライバシーの配慮をお願いします。 

● 接続の不具合，マイクの不調やカメラの不調について，司会者・大会実行委員会では

対応できません。また，接続不良等による発表不能に対しては，代替え措置は原則用

意できません。安定した通信環境を確保し，ご発表をお願いします。 

 

 

■ ９：００～１１：５０ 自由研究発表 【発表２０分，質疑１０分】 

 《スケジュール》 ※発表間は５分あけております。 

分科会の移動の際は、各分科会のＵＲＬよりお入りください。 

 時間 第 1分科会 第 2分科会 第 3分科会 第 4分科会 第 5分科会 

受付 
8:40～ 8:55  各分科会に直接お入りください。 

8:55～ 9:00  各分科会にて諸連絡・発表準備 

(1) 9:00～ 9:30  １－１ ２－１ ３－１ ４－１ ５－１ 

(2) 9:35～10:05  １－２ ２－２ ３－２ ４－２ ５－２ 

(3) 10:10～10:40  １－３ ２－３ ３－３ ４－３ ５－３ 

(4) 10:45～11:15  １－４ ２－４ ３－４ ４－４ ５－４ 

(5) 11:20～11:50  １－５ ２－５    



第１分科会 司会：唐木 清志（筑波大学）・樋口 雅夫（玉川大学） 

(1)  9:00～9:30 

  「良い」公民教育の実践はなぜ難しいのか－公民教師としての葛藤に注目して－ 

                        奥村 尚（広島大学大学院） 

(2)  9:35～10:05 

  高等学校社会「現代社会」への取り組み 

－1978年の学習指導要領告示から 82年の授業開始まで－ 

                太田 正行（明治学院大学非常勤講師） 

(3)  10:10～10:40 

「公共」基本的原理を活用した大項目 Cの単元開発 

－課題発見から解決策の提案までを含む防災学習を事例に－ 

                       増本 真也（静岡県立浜松江之島高等学校） 

(4)  10:45～11:15 

  地域課題の軸について－北海道を例に「公共」のために－ 

                        前田 輪音（北海道教育大学） 

(5)  11:20～11:50 

社会的課題を考察する公民科授業における「当事者意識」の育成の重要性 

  －「沖縄」に関する 10年間のレポート記述分析に基づいて－ 

                        渥美 利文（東京都立農芸高等学校） 

 

第２分科会 司会：栗原 久（東洋大学）・田村 徳至（信州大学） 

(1)  9:00～9:30 

  子どもの社会認識の形成を目指す単元開発－中学校 2年生を対象に－ 

        呂 光暁（仙台白百合女子大学） 金原 洋輔（愛知県みよし市立南中学校） 

(2)  9:35～10:05 

  主権者教育の実践－高校での模擬選挙、ディベートの一試案－ 

                        水野 悟（三重大学非常勤講師） 

(3)  10:10～10:40 

憲法学習が遺した基点－戦後 60年代までの教研集会社会科実践レポートが教える教訓－ 

                        後藤 雅彦（静岡福祉大学） 

(4)  10:45～11:15  

西オーストラリア州における 18歳市民力の育成法 

－中等公民系選択科目「政治と法」の内容分析を中心として－ 

             松井 克行（西九州大学） 

(5)  11:20～11:50 

  中学校社会科公民分野「効率」と「公正」概念に関する政治学的考察 

－「対立」を「合意」に導く民主的プロセスには何が必要か－ 

石田 雅樹（宮城教育大学） 



第３分科会 司会：桐谷 正信（埼玉大学）・升野 伸子（筑波大学附属中学校） 

(1)  9:00～9:30 

  行動経済学の知見を取り入れた金融教育に関するゲーム教材開発とその効果の実証研究 

                        大塚 雅之（大阪府立三国丘高等学校） 

(2)  9:35～10:05 

  教科書のなかの「市場」と現実の「市場」はなぜ異なるのか？ 

                        柴田 透（新潟大学） 

(3)  10:10～10:40 

  社会参加を促す学校教育の回路－中学生を対象とした混合研究調査から－ 

                        小栗 優貴（広島大学大学院） 

(4)  10:45～11:15 

  中学公民の経済分野に関するアンケート調査－高校との相違も踏まえて－ 

                        金子 浩一（宮城大学） 

(5)  発表中止 

  高校生の寄付行為に対する意識と教材開発に向けた課題の把握 

                        高橋 勝也（名古屋経済大学） 

 

 

 

第４分科会 司会：桑原 敏典（岡山大学）・中平 一義（上越教育大学） 

(1)  9:00～9:30 

  多角的に思考する力を育てる政治教育－大阪都構想住民投票を題材に－ 

                        関本 祐希（大阪府立市岡高等学校） 

(2)  9:35～10:05 

  論争問題の公正な解決に向けた公民科単元の特質 

－W.C.Parker「公共政策熟議モデル」を手がかりに－ 

     野瀬 輝（広島大学大学院） 小野 創太（広島大学大学院） 

(3)  10:10～10:40 

  ドイツにおける論議性に基づく政治教育の実践－民主主義を守る教育とその課題－ 

                        今泉 尚子（早稲田大学大学院） 

(4)  10:45～11:15 

    米国社会科成立期の公民教育方法論のオールタナティヴを求めて 

－The Teaching of Civics と The Teaching of Community Civics の比較からみるグローバ

ル性－ 

                                               鴛原 進（愛媛大学） 

 

 

 



第５分科会 司会：小松 伸之（清和大学）・藤瀬 泰司（熊本大学） 

(1)  9:00～9:30 

  倫理学を活用する新科目「公共」の教材作成について  

                             中谷 常二（近畿大学） 

(2)  9:35～10:05 

  国際政治学の成果を踏まえた小学校社会科授業の開発 

－単元「科学・技術と私たち」を事例として－ 

          吉川 修史（兵庫県加東市立社小学校／広島大学大学院） 

(3)  10:10～10:40 

  アメリカ社会科の社会正義論における「インクルージョン」の位置 

－M.C.ヌスバウムのケイパビリティ・アプローチを手がかりに－ 

早瀬 博典（筑波大学大学院） 

 

(4)  10:45～11:15 

  行政訴訟の学習－ワクチン接種における「国家補償の谷間」－ 

                       小貫 篤（筑波大学附属駒場中・高等学校） 

 

 

 

 

１２：１０～１２：５０ 理事会  ※理事のみ 

 

※ ＺＯＯＭミーティングで実施いたします。 

   

 

 

 

１３：００～１３：５０ 総会  ※会員のみ 

 

※ ＺＯＯＭミーティングで実施いたします。 

  ※ 会員のみなさまには、総会のみのご参加も歓迎いたします。 

    その際にも，事前登録をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 



１４：２０～１６：５０ シンポジウム 

 

《 シンポジウムテーマ 》 

社会の課題について考え，主体的に行動する力をどのように育てるのか 

－必履修科目「公共」につながる実践を問う－ 

予期せぬ新型コロナウィルス（COVID-19）に対して，「熟議を重ね，合意形成を導く」

民主政治が果たす役割や期待が高まっている。そして，将来を担う若者が「社会の出来事

を自ら考え判断し，主体的に行動する主権者を育てる」（総務省「主権者教育の推進に関

する有識者会議」2017 年 3 月）や「社会の中で自立し，他者と連携・協働しながら，地

域の課題解決を主体的に担うことができる力を身に付けるための取組を推進する」（文部

科学省「社会的自立と社会参画の力を育む教育」）ことが早急に図られる必要がある。折

しも，平成 29・30年度改訂の学習指導要領が全面実施される中で，小学校社会では，国

民としての政治への関わり方について自分の考えをまとめ，中学校では，民主政治の推進

と公正な世論の形成や国民の政治参加との関連を，高等学校では，公民科必履修科目とし

て新設された「公共」において，政治参加と公正な世論の形成，政党政治や選挙，主権者

としての政治参加のあり方について考察されることが求められている。 

 他方，学校現場では実施のための準備の手間や教育内容の政治的中立性の保持，入試等

の現実的な問題も抱えている。そこで，本研究大会では，社会の諸課題の解決に向け，自

ら考え，判断する力を持ち，主体的に政治参画する「主権者」となるために，具体的にど

のように取り組むべきかという視点で，議論を深め，課題と展望を探ることを期待する。 

 

（1） 公共と社会参画の主体形成の課題 

－公共教科書を眺めて－ 

杉浦 真理（立命館宇治中学校・高等学校） 

（2） 新科目「公共」は何をもたらすのだろうか？ 

－学習コミュニティ、授業研究、教員養成・教員研修－  

鮫島 京一（奈良女子大学附属中等教育学校） 

（3） 社会問題提起学習の意義と課題 

－中学校社会科公民的分野小単元「学校は安全か」の開発を通して－ 

横川 和成（西 脇 市 立 西 脇 南 中 学 校） 

 

           コーディネーター   峯  明秀 （大阪教育大学） 

                      桑原 敏典 （岡 山 大 学） 

指定討論者      橋本 康弘 （福 井 大 学） 



６ 自由研究発表について 

■ 発表時間 発表20分，質疑10分の合計30分です。 

        各分科会のZoom発表会場に5分前までに必ず入室ください。 

■ 発表資料及び発表方法 

発表時の発表資料（PPT，PDF，Word等）提示は，Zoomの画面共有を活用してください。

なお，参加者（視聴側）の通信環境を配慮し，動画や画像などのデータ量が大きくならない

ようご配慮ください。 

詳細について，「発表者ガイドライン」をお読みいただきますようお願いいたします。 

■ 当日発表資料について 

   当日発表資料については、各自の責任でご提示ください。 

    

■ 発表の中止について 

発表を取りやめる場合は、大会前日までに大会事務局までご連絡ください。 

発表直前及び発表中，通信環境等のトラブルが発生した場合は，各個人宛メールに届けた

緊急連絡先に電話にてご連絡ください。実行委員会で即対応いたしますが，不測の事態が発

生した場合は，後日，対応策をアナウンスいたします。 

 

 

７ 大会参加ＵＲＬ・発表要旨集について 

■ Zoomミーティング・ウェビナーの参加ＵＲＬ等について  

 ・参加URLやID、パスコード等については大会参加登録時に記載いただいたメールアドレスに

送付させていただきます。（2021年6月15日（火）頃予定） 

 ・参加URLやID、パスコード等については参加者に配付しているものです。他人への譲渡・再

配付をしないでください。 

 

■ 発表要旨集について 

・紙媒体での発刊はいたしません。 

・発表要旨集は、Zoom参加URL等と同時に、ダウンロードのお知らせをさせていただきます。 

・発表要旨集は、大会申し込みをされた参加者に対して配付しているものです。他人への譲渡・

再配付をしないでください。 

 

 

 

 



８ 大会参加費  無料 ※事前登録必要 

 

９ 大会参加申し込みについて 

大会に参加する際には，必ず事前登録が必要です。 

大会に参加される方は，2021年 5月 31日（月）までに    

以下のフォームに必要事項を入力し，送信してください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeblp3wsUHFJX

YJxkb3x1RE3K4IyKoE2xMnjmFRLU_KRtiNGw/viewform?

usp=sf_link 

大会参加申し込みフォームの 
QRコードはこちら↓ 

 

 

１０ 今後の日程 

 5  月  下  旬  二次案内（プログラム）発送 

5月 31日（月） 全国研究大会の参加申し込み締切 

6月 15日（火） 大会参加者に Zoomの URL等をメールにて送付 

         発表要旨集のダウンロードのお知らせ 

6月 20日（日） 大会当日 

7月 31日（土） 大会ホームページの閉鎖 

 

１１ お問い合わせ 

第 31回日本公民教育学会全国研究大会（大阪大会）実行委員会 

〒582-8582  大阪府柏原市旭ヶ丘 4-698-1 

大阪教育大学 峯 明秀（大会事務局） 

電話番号 072-978-3519   

大会メールアドレス  2021koumin.osaka@gmail.com 

 

 

 

 

第 31回日本公民教育学会全国研究大会（大阪大会） 

大会ホームページのご案内 

《内容》大会のお知らせ,各種申し込みフォーム等を 

掲載しています。 

《URL》https://sites.google.com/view/2021koumin-osaka 

《公開》現在公開中 ～ 2021年 7月 31日（土）閉鎖 
 

 

大会 HP QRコード 
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